
　
全
厚
労
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
間
も

医
療
現
場
の
実
態
を
伝
え
る
議
員

要
請
や
国
政
政
党
へ
の
申
し
入
れ

を
中
執
や
希
望
者
を
募
っ
て
活
発

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
23
年

度
に
は
現
場
か
ら
の
「
一
言
署
名
」

７
３
０
０
筆
が
議
員
を
通
じ
て
厚

労
大
臣
、財
務
大
臣
へ
と
渡
り
、「
ベ

ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
」
創
設
の
流

れ
も
つ
く
り
ま
し
た
。
24
年
度
も
、

大
会
前
の
９
月
４
日
か
ら
、
国
会

厚
労
委
員
を
訪
問
し
、
10
月
23
日

に
は
総
選
挙
真
っ
只
中
、
中
央
執

行
委
員
中
心
に
14
県
28
名
で
、
参

議
院
議
員
と
の
懇
談
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　
25
年
３
月
５
日
、
日
本
医
労
連

25
春
闘
中
央
行
動
に
結
集
し
つ
つ
、

独
自
で
約
50
の
議
員
事
務
所
を
訪

問
。13
名
の
国
会
議
員
と
直
接
話
し
、

秘
書
対
応
で
も
現
場
実
態
や
処
遇

改
善
の
課
題
に
つ
い
て
深
く
話
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年

度
の
賛
同
議
員
は
衆
参
合
わ
せ
て

47
名
（
表
参
照
）に
上
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
活
動
は
ほ
ん
の
一
部

で
す
が
、
診
療
報
酬
引
き
上
げ
や

医
療
制
度
改
善
に
向
け
て
の
流
れ

を
つ
く
り
だ
し
て
き
て
い
ま
す
。

　
今
度
の
参
議
院
選
挙
は
、
防
衛

費
を
増
額
す
る
一
方
で
、
医
療
・

福
祉
を
始
め
と
す
る
社
会
保
障
削

減
が
狙
わ
れ
て
い
る
今
の
政
治
を

変
え
る
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

ぜ
ひ
投
票
所
に
足
を
運
び
、
私
た

ち
の
願
い
を
実
現
す
る
候
補
者
を

選
び
ま
し
ょ
う
。

今号は「夏の参議院選特集
号」として印刷版です。7・8
月号はデジタル版となりま
す。ご了承下さい。

　皆さん、こんにちは。全厚労執行委員長で広島の岩本です。
　昨年10月27日に行われた衆議院選挙では、自民・公明の与党が大敗し、
過半数を下回りました。このことにより、以前と比べて医療・介護業界
の賃上げや人員確保に関心を示す国会議員が増え、私たちの運動へも理
解が増しています。
　しかしながら、全国の医療機関ではコスト増などで赤字経営を余儀な
くされ、賃上げはもとより地域医療・介護の維持でさえ困難な状況とな
っているにも関わらず、国会では維新の会を中心に医療費削減に向けて
の議論がなされています。さらには、令和の米騒動をきっかけに政府に
よるＪＡへの攻撃も始まっています。私たちの労働条件（賃金を含む）
向上や地域医療を守るためには、地域の医療を真剣に考える国会議員を増やすしかありません。
　ワシらの将来を決める選挙じゃけぇ、連れのうて行こうや！

国
政
を
大
き
く
動
か
し
て
き
た

全
厚
労
・
国
会
議
員
要
請
行
動

私
た
ち
に
も〝
ま
と
も
な
賃
上
げ
〞を

私
た
ち
に
も〝
ま
と
も
な
賃
上
げ
〞を

私
た
ち
に
も〝
ま
と
も
な
賃
上
げ
〞を

私
た
ち
に
も〝
ま
と
も
な
賃
上
げ
〞を

〜
こ
の
ま
ま
で
は
医
療
・
介
護
崩
壊
で
す

〜
こ
の
ま
ま
で
は
医
療
・
介
護
崩
壊
で
す

衆議院議員24年度賛同者一覧 参議院議員賛同者名簿

　
今
年
度
、
６
月
号
は
デ
ジ
タ
ル
版
の
予
定
で
し
た
が
５
月
の

拡
大
中
執
で
予
定
を
変
更
し
、
来
た
る
べ
き
７
月
の
参
議
院
選

挙
で
、
医
療
・
介
護
労
働
者
の
賃
上
げ
と
地
域
医
療
を
守
る
政

治
へ
の
転
換
を
目
指
し
て
、
全
て
の
組
合
員
に
選
挙
に
行
っ
て

欲
し
い
と
の
思
い
を
込
め
て
、「
選
挙
特
集
号
」
発
行
を
決
め
ま

し
た
。
全
面
的
な
「
選
挙
特
集
号
」
は
１
９
８
３
年
ぶ
り
と
な

り
ま
す
。
貴
重
な一票
の
権
利
を
大
切
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

組合員・読者の
皆さんへ

ワシらの将来を決める選挙じゃけぇ、
連れのうて行こうや！

ワシらの将来を決める選挙じゃけぇ、
連れのうて行こうや！

議員名 会派 選挙区
池田　真紀 立憲 北海道5
東　　国幹 自民 北海道6
逢坂　誠二 立憲 北海道8
神谷　　裕 立憲 北海道10
石川　香織 立憲 北海道11
黒岩　宇洋 立憲 新潟3
米山　隆一 立憲 新潟4
神津たけし 立憲 長野3
青山　大人 立憲 茨城6
早稲田ゆき 立憲 神奈川4
笠　　浩史 立憲 神奈川9
阿部　知子 立憲 神奈川12
福田かおる 自民 東京18
中島　克仁 立憲 山梨1
田中　　健 国民 静岡4
岡本　充功 立憲 愛知9
井坂　信彦 立憲 兵庫1
柚木　道義 立憲 岡山4
白石　洋一 立憲 愛媛2
長谷川淳二 自民 愛媛3
西川　将人 立憲 （比）北海道
長谷川嘉一 立憲 （比）北関東
星野　剛士 自民 （比）南関東
宮川　　伸 立憲 （比）南関東
沼崎　満子 公明 （比）南関東
志位　和夫 共産 （比）南関東
福田　淳太 立憲 （比）北陸信越
本村　伸子 共産 （比）東海
八幡　　愛 れ新 （比）近畿
吉川　　元 立憲 （比）九州
田村　貴昭 共産 （比）九州

氏名 会派 選挙区
寺田　　静 無所属 秋田
打越さく良 立憲 新潟
櫻井　　充 自民 宮城
羽田　次郎 立憲 長野
山添　　拓 共産 東京
倉林　明子 共産 京都
宮口　治子 立憲 広島
石田　昌宏 自民 比例
川田　龍平 立憲 比例
紙　　智子 共産 比例
岩渕　　友 共産 比例
井上　哲士 共産 比例
山下　芳生 共産 比例
大門実紀史 共産 比例
天畠　大輔 れ新 比例
舩後　靖彦 れ新 比例

今期勇退される紙智子議員（農水委員）とともに（３月５日）

岩本一宏委員長

参
院
選
は

変
え
る

チ
ャ
ン
ス

参
院
選
は

変
え
る

チ
ャ
ン
ス

夏の参議院
選挙特集号
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当
選
者
（
読
者
の
声
掲
載
者
含
む
）
15
名
様
に
図
書
（
ク
オ
）
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す

答
え
と
本
紙
の
感
想
な
ど
を
添
え
て
下
記
あ
て
先
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

当
選
の
結
果
は
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
４
月
号
の
答
え
は
「
シ
ュ
ン
ト
ウ
」
ま
た
は
「
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
」
で
、
当
選
倍
率
は
２
・
１
倍
（
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
・
聞
か
せ
て
、
読
者
の
声
計
15
名
当
選
）
で
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
夏
で
す
ね
！
夏
レ
ク
に
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
、
組
合
の
大
会
な
ど
楽
し

み
い
っ
ぱ
い
で
す　

                 （
広
島
）

―
―
夏
は
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
。
労
働
組

合
で
知
り
合
っ
た
方
と
山
登
り
し

た
な
ぁ
。
夏
を
満
喫
す
る
た
め
に

団
結
し
て
が
ん
ば
ろ
う
。（
Ｈ
Ｔ
）

　
お
米
が
去
年
の
２
倍
の
値
段
で
家
計

が
苦
し
い
で
す
。
ガ
ソ
リ
ン
、
食
品
、

旅
行
、
全
て
値
上
が
り
し
て
い
る
け
ど
、

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
は
変
わ
ら
ず
。
主
食
を

減
ら
す
か
、
パ
ン
に
代
え
て
凌
い
で
い

ま
す
。　                          

（
秋
田
）

―
―
物
価
高
は
全
て
の
人
に
影
響
が
出

て
い
ま
す
。
し
か
し
診
療
報
酬
は

そ
れ
を
カ
バ
ー
で
き
て
い
な
い
。

だ
か
ら
ベ
ア
出
来
な
い
。
国
の
政

策
が
悪
い
と
思
い
ま
す
。
選
挙
特

集
号
を
読
ん
で
選
挙
に
行
き
ま
し

ょ
う
！                     （
Ｋ
Ｕ
）

　
新
歓
特
集
号
で
も
記
載
さ
れ
て
い
た
、 ｢

黙
示
の
指
示｣

で
サ
ー
ビ
ス
残
業
を
す

る
こ
と
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
て
悲

し
い
で
す
。
上
司
に
申
請
し
て
も
看
護

部
長
の
判
断
で
ほ
と
ん
ど
残
業
申
請
が

通
り
ま
せ
ん
。                   

（
長
野
）

―
―
自
分
が
不
条
理
に
感
じ
て
い
る
な

ら
周
り
も
き
っ
と
そ
う
思
っ
て
い

ま
す
。
看
護
師
さ
ん
同
士
で
団
結

し
て
部
長
と
談
判
す
る
か
、
組
合

で
支
部
交
渉
が
必
要
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
行
動
し
な
け
れ
ば
現

状
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
健
闘
を
祈

り
ま
す
。                    （
Ａ
Ｋ
）

　
新
入
組
合
員
学
習
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
入
職
し
て
２
ヶ
月
！
職
場
の
雰
囲

気
に
は
慣
れ
た
頃
で
し
ょ
う
か
。
学
習

会
で
学
ん
で
い
た
だ
い
て
、
次
世
代
の

組
合
を
引
っ
張
っ
て
い
っ
て
欲
し
い
で

す
。
参
加
し
て
み
た
ら
組
合
は
、
け
っ

こ
う
楽
し
く
勉
強
に
な
る
集
ま
り
で
す

よ
〜
。                          

（
北
海
道
）

―
―
ぜ
ひ
ぜ
ひ
。
な
に
か
困
っ
た
事
が

あ
っ
た
時
も
、
働
く
仲
間
の
労
働

組
合
は
相
談
し
や
す
い
と
思
い
ま

す
。                          （
Ｅ
Ｎ
）

　読者の声、聞かせて・教えて、クロスワー
ドはすべてＱＲコードよりスマホから投稿でき
ます。氏名・住所・希望景品（図書カード
又はクオカード）は必須事項です。

　
令
和
６
年
度
の

公
的
三
団
体
の
病

院
収
益
は
全
体
で

約
８
０
０
億
円
の

赤
字
と
聞
い
た
。

地
域
医
療
構
想
を

進
め
て
い
か
な
く

て
も
こ
の
ま
ま
で

は
廃
院
に
な
る
病

院
は
増
え
て
い
く
。

人
口
減
少
の
多
い

地
域
に
あ
る
病
院

ほ
ど
経
営
が
で
き
な
く
な
り

医
療
崩
壊
が
起
こ
っ
て
し
ま

う
。
そ
う
な
れ
ば
田
舎
か
ら

病
院
や
人
が
消
え
、
米
を
生

産
す
る
人
達
も
い
な
く
な
っ

て
し
ま
う
。        

　（
Ｏ
Ｇ
）

聞かせて・教えて！のコーナー聞かせて・教えて！のコーナー
☆４月号で募集した「聞かせて・教えて」の結果発表☆
質問１　４月号で一番興味があった面は？
　最も票が集まったのは、１面の春闘「医師・看護師・介護職員の大幅
増員」署名行動など各地で取り組まれた内容についての記事13票でした。
次いで、国会議員・厚労省幹部と意見交換を行った様子を掲載した２面
12票、定番面３面が３票、４面１票でした。
質問２　新入職員へ伝えたい、職場の魅力は？ 
　「雰囲気・アットホームさ」が最多12票、次いで「休みの取りやすさ」９票、
「勤務時間の短さ」６票でした。雰囲気を良くするカギは増員！？賃金アッ
プと併せて、職場環境も良くしていきたいですね。

質問１　６月号で一番興味があった面は？
　　　　Ａ＝１面　Ｂ＝２面　Ｃ＝３面　Ｄ＝４面
質問２　今月は「選挙特集号」でした。さて投票は？
　　　　Ａ＝必ず行くよ！　Ｂ＝なるべく行く
　　　　Ｃ＝たぶん行かない　Ｄ＝その他

さて、今回の「聞かせて・教えて！」は

ん
。
国
が
直
接
、
年
間
３
兆
円
の
財

政
投
資
を
行
い
、
ケ
ア
労
働
者
の
給

与
を
月
10
万
円
引
き
上
げ
ま
す
。

【
社
会
民
主
党
】

　
臨
時
の
報
酬
改
定
や
期
中
改
定
ま

で
の
賃
上
げ
補
助
で
全
産
業
の
平
均

並
み
の
賃
上
げ
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

【
参
政
党
】

　
介
護
職
員
の
賃
金
・
待
遇
を
抜
本

的
に
引
き
上
げ
、
地
方
公
務
員
並
み

の
安
定
し
た
職
業
と
位
置
づ
け
ま
す
。

【
立
憲
民
主
党
】

●
全
て
の
介
護
職
員
等
（
ケ
ア
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
、
事
務
職
員
や
調
理
員
な

ど
を
含
む
）
の
賃
金
を
全
産
業
平
均

の
水
準
に
引
き
上
げ
る
こ
と
を
目
指

し
て
、
着
実
に
処
遇
改
善
を
行
い
ま

す
。
処
遇
改
善
は
、
介
護
保
険
料
の

引
き
上
げ
に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
、

原
則
国
費
と
す
べ
く
検
討
を
進
め
ま

す
。

●
公
立
・
公
的
病
院
な
ど
、
赤
字
の

医
療
機
関
の
経
営
を
緊
急
的
に
支
え

る
補
助
金
制
度
を
速
や
か
に
創
設
し

ま
す
。
ま
た
、
全
て
の
医
療
機
関
の

赤
字
の
状
況
や
物
価
高
や
人
件
費
高

騰
に
対
応
す
る
た
め
、
次
期
診
療
報

酬
改
定
で
こ
の
補
助
金
の
内
容
を
取

り
込
ん
だ
上
で
プ
ラ
ス
改
定
と
し
ま

す
。

●
２
０
２
４
年
診
療
報
酬
改
定
で
新

設
さ
れ
た
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
や

基
本
料
引
上
げ
の
効
果
を
早
期
に
検

証
し
、
看
護
師
、
薬
剤
師
、
臨
床
検

査
技
師
、
医
療
事
務
等
の
医
療
従
事

者
に
対
す
る
さ
ら
な
る
賃
上
げ
が
可

能
と
な
る
よ
う
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評

価
料
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

【
国
民
民
主
党
】

　
公
定
価
格
が
給
料
決
定
に
影
響
を

及
ぼ
す
介
護
職
員
、
看
護
師
、
保
育

士
等
の
方
々
に
つ
い
て
は
10
年
で
地

域
の
実
情
を
勘
案
し
つ
つ
給
料
を 

２

倍
に
す
る
と
と
も
に
、
地
域
手
当
の

見
直
し
を
行
い
ま
す
。
処
遇
改
善
加

算
等
は
対
象
者
に
直
接
給
付
し
ま
す
。

現
在
対
象
と
さ
れ
て
い
な
い
介
護
従

事
者
に
つ
い
て
は
対
象
を
拡
大
し
ま

す
。

【
日
本
共
産
党
】

　
国
が
決
め
る
公
的
価
格
で
あ
る
診

療
報
酬
・
介
護
報
酬
が
、
物
価
高
も

賃
金
上
昇
も
ま
と
も
に
反
映
せ
ず
低

く
抑
え
ら
れ
て
い
る
た
め
、
医
療
で

は
、
病
院
の
経
営
が
急
激
に
悪
化
し
、

医
療
従
事
者
へ
の
ボ
ー
ナ
ス
カ
ッ
ト

や
賃
下
げ
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
介

護
で
も
、
低
賃
金
や
劣
悪
な
労
働
条

件
を
受
け
た
深
刻
な
人
材
不
足
が
、

制
度
の
基
盤
を
掘
り
崩
す
重
大
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
日
本
共
産
党
は
、
緊
急
に
国
費
５

０
０
０
億
円
を
投
入
し
、
患
者
負
担

増
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
な
が
ら
、

診
療
報
酬
を
引
き
上
げ
、
医
療
従
事

　「
公
開
質
問
状
」
へ
の
政
党
か
ら
の
回
答
は
、
残
念
な
が
ら
与
党
か
ら
は
得

ら
れ
ず
、
野
党
の
み
と
な
り
ま
し
た
。
日
本
維
新
の
会
か
ら
も
今
回
は
「
回
答

を
遠
慮
し
た
い
」
と
の
対
応
で
、
残
る
野
党
も
４
つ
の
質
問

に
は
全
て
「
賛
成
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
以
下
、「
質
問
１
」
の
み
に
つ
い
て
、
個
別
の
具
体
的
回

答
を
掲
載
し
ま
す
。
残
る
質
問
へ
の
回
答
は
、
以
下
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
参
照
し
、
投
票
の
判
断
材
料
に
し
て
下
さ
い
。

者
の
賃
上
げ
を
は
か
る
こ
と
を
提
案

し
て
い
ま
す
。
介
護
で
は
、
介
護
保

険
の
国
庫
負
担
を
25
％
か
ら
35
％
に

引
き
上
げ
て
国
費
投
入
を
１
・
３
兆

円
増
や
し
、
公
的
助
成
に
よ
る
介
護

従
事
者
の
賃
上
げ
行
う
こ
と
を
提
言

し
て
い
ま
す
。

【
れ
い
わ
新
選
組
】

　
報
酬
に
賃
上
げ
加
算
を
設
け
る
こ

と
は
、
利
用
者
負
担
の
増
加
に
つ
な

が
り
、
ま
た
本
来
業
務
で
な
い
事
務

負
担
を
増
や
す
だ
け
で

あ
り
、
推
奨
で
き
ま
せ

質
問
１  

ケ
ア
労
働
者「
賃
上
げ
」の
た
め
の
具
体
的
な
政
策
に
つ
い
て

　5月30日時点での参議院改選議員、報道等による道県選挙区
立候補予定者で連絡先が判明した方に「公開質問状」をＦＡＸ送
付、かつ政党本部を通じて連絡していただき、締め切りまでに届
いた回答を掲載しています。質問①は「ケア労働者の賃上げにつ
いて」、②「地域医療構想の見直し、医療インフラの拡充」、③「食
料自給率の向上」、④「消費税減税の是非」に関
して、賛成＝○、反対＝×、どちらでもない＝△、
回答せず＝－、で表記しています。政策欄に★
印がある方は個人の政策があります。詳しい公
開質問状はＱＲコードを参照下さい。

【
北
海
道
】

宮
内
　史
織
（
共
産
）  

国
民
の
い

の
ち
と
生
活
を
守
る
こ
と
は
憲
法

25
条
に
基
づ
く
国
政
の
最
重
要
課

題
で
す
。
こ
の
間
の
自
公
政
権
に

よ
る
医
療
・
介
護
の
削
減
は
た
だ

ち
に
止
め
さ
せ
、
国
の
責
任
で
社

会
保
障
の
拡
充
を
求
め
ま
す
。

（※

）

【
秋
　
田
】

寺
田
　静
（
無
所
属
）  

人
口
減
少

が
進
む
秋
田
県
で
は
あ
り
ま
す
が
、

医
療
従
事
者
の
待
遇
改
善
を
し
、

国
民
が
安
心
し
て
年
を
重
ね
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

な
か
い
ず
み
　松
司
（
自
民
）  

い

ず
れ
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
が
、

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
何
を
優
先

す
る
か
、
ど
う
や
っ
て
財
源
を
確

保
す
る
か
が
大
き
な
問
題
。

【
福
　
島
】

森
　ま
さ
こ
（
自
民
）  

減
税
す
る

時
は
、
社
会
保
障
の
財
源
を
確
実

に
確
保
し
て
か
ら
す
べ
き
で
あ
る
。

【
新
　
潟
】

打
越
　さ
く
ら
（
立
民
）  

医
療
や

社
会
保
障
分
野
は
、
規
制
緩
和
、

競
争
、
自
己
責
任
な
ど
自
民
党
政

権
が
進
め
て
き
た
政
策
か
ら
最 

も
遠
い
分
野
で
あ
り
、
公
的
責
任

に
お
い
て
必
要
十
分
な
水
準
を
確

保
す
る
こ
と
は
当
然
で
す
。

【
富
　
山
】

庭
田
　ゆ
き
え
（
国
民
）  

現
役

世
代
、
次
世
代
の
医
療
負
担
の
軽

減
。
ま
た
、
持
続
可
能
な
医
療
体

制
の
整
備
は
急
務
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
年
齢
で
は
な
く
能

力
に
応
じ
た
負
担
と
し
て
制
度
の

維
持
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

坂
本
　ひ
ろ
し
（
共
産
）  

医
療
・

社
会
保
障
は
、
す
べ
て
の
国
民
が

人
間
ら
し
い
暮
ら
し
を
送
る
た
め

の
も
の
で
す
。
憲
法
は
そ
の
向
上
、

増
進
を
国
に
求
め
て
い
ま
す
。

（※

）

【
長
　
野
】

羽
田
　次
郎
（
立
民
）  

党
の
「
公

立
・
公
的
病
院
改
革
ワ
ー
キ
ン
グ

チ
ー
ム
」
に
お
い
て
幹
事
と
し
て

厚
生
労
働
大
臣
と
総
務
大
臣
に
対

し
て
緊
急
申
入
れ
提
言
を
取
り
ま

と
め
さ
せ
て
頂
き
、
先
日
両
大
臣

に
提
出
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
経

済
的
支
援
、
人
員
確
保
、
医
薬
品

確
保
を
重
点
的
に
提
言
に
盛
り
込

ま
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

【
茨
　
城
】

上
月
　良
祐
（
自
民
）  

公
定
価
格

の
診
療
報
酬
、
介
護
報
酬
は
低
す

ぎ
る
。
医
療
や
福
祉
を
支
え
て
い

る
の
は
人
で
あ
り
、
そ
の
生
活
を

守
れ
な
け
れ
ば
医
療
や
福
祉
の
現

場
も
守
れ
な
い
。
公
定
価
格
の
引

き
上
げ
が
絶
対
に
必
要
。

【
埼
　
玉
】

伊
藤
　岳
（
共
産
）  

医
師
・
看
護

師
・
介
護
職
員
等
の
大
幅
増
員
と

賃
金
引
き
上
げ
、
労
働
環
境
の
改

善
は
待
っ
た
な
し
で
す
。
緊
急
に

国
費
を
５
０
０
０
億
円
投
入
し
て
、

診
療
報
酬
の
基
本
の
部
分
を
引
き

上
げ
ま
す
。（※

）

【
神
奈
川
】

か
ご
し
ま
　彰
宏
（
国
民
）  

現
役

世
代
へ
過
度
な
負
担
が
の
し
か
か

っ
て
い
る
社
会
保
障
制
度
に
つ
い

て
、
応
能
負
担
を
検
討
す
る
こ
と

で
、
少
子
高
齢
化
で
も
持
続
性
の

あ
る
制
度
に
転
換
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

あ
さ
か
　由
香
（
共
産
）  

私
は
、

医
療
・
社
会
保
障
の
抜
本
的
拡
充

を
強
く
訴
え
て
い
ま
す
。
特
に
現

在
、物
価
高
騰
に
よ
る
医
療
、介
護

の
経
営
危
機
、
崩
壊
を
食
い
と
め

る
緊
急
措
置
が
必
要
で
す
。（※

）

【
静
　
岡
】

牧
野
　た
か
お
（
自
民
）  

将
来
も

安
心
で
き
る
持
続
可
能
な
社
会
保

障
シ
ス
テ
ム
、
医
療
体
制
を
構
築

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
ま

す
。

鈴
木
　ち
か
（
共
産
）  

い
の
ち
と

く
ら
し
・
人
権
を
守
る
政
治
を
め

ざ
し
ま
す
。（※

）

【
愛
　
知
】

水
野
　こ
う
い
ち
（
国
民
）  

地
域

医
療
の
持
続
可
能
性
を
重
視
し
、

人
口
減
少
と
高
齢
化
が
進
む
中
で

も
住
民
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け

ら
れ
る
体
制
の
整
備
を
提
案
し
医

療
提
供
の
安
定
化
を
目
指
し
て
い

ま
す
。（※

）

す
や
ま
　初
美
（
共
産
）  

医
療
・

社
会
保
障
は
、
人
間
ら
し
い
生
活

を
営
む
た
め
に
不
可
欠
な
も
の
で

あ
り
、
全
国
民
に
権
利
と
し
て
保

障
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
す
。（※

）

【
岐
　
阜
】

三
尾
　圭
司
（
共
産
）  

医
療
・
社

会
保
障
に
対
す
る
政
策
や
考
え
方

等
に
つ
い
て
、
す
べ
て
の
国
民
が

人
間
ら
し
い
暮
ら
し
を
送
る
た
め

の
も
の
で
す
。（※

）

【
広
　
島
】

高
見
　あ
つ
み
（
共
産
）  

憲
法
は

25
条
で
、
国
は
社
会
福
祉
、
社
会

保
障
の
増
進
に
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
定
め
て
い
ま
す
が
、
現

実
に
は
軍
事
費
が
突
出
し
、
社
会

保
障
の
予
算
は
物
価
上
昇
率
に
も

及
ん
で
い
ま
せ
ん
。
大
軍
拡
、
大

企
業
優
先
の
政
治
を
改
め
て
医

療
・
社
会
保
障
の
充
実
、
く
ら
し

優
先
の
政
治
実
現
へ
力
を
つ
く
し

ま
す
。

【
香
　
川
】

長
尾
　真
希
（
共
産
）  「
み
ん
な

が
ご
飯
を
き
ち
ん
と
食
べ
ら
れ
て
、

戦
争
や
貧
困
・
差
別
な
く
平
和
に

暮
ら
せ
る
政
治
」
の
実
現
を
私
は

求
め
ま
す
。
医
療
・
社
会
保
障
は

そ
の
根
幹
を
な
す
も
の
で
す
。
大

切
に
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
大
分
】

吉
田
　忠
智
（
立
民
）  

誰
も
が
安

心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る
国
民

皆
保
険
制
度
を
堅
持
し
、
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
機
能
の
充
実
の
た
め

保
険
税
の
軽
減
に
つ
い
て
議
論
さ

れ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
は
、
社

会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
に
向
け

て
、
国
会
本
来
の
姿
で
あ
る
熟
議

が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
全
国
比
例
】

石
田
　昌
宏
（
自
民
）  

医
療
・
社

会
保
障
政
策
に
さ
ら
に
尽
力
し
て

参
り
ま
す
。

塩
田
　博
昭
（
公
明
）  

生
き
て
い

く
上
で
不
可
欠
な
公
的
サ
ー
ビ
ス

は
誰
も
が
平
等
に
、
必
要
な
時
に

ア
ク
セ
ス
で
き
る
権
利
の
保
障
を

め
ざ
す
〜
ベ
ー
シ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス

の
考
え
方
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

は
た
や
ま
　和
也
（
共
産
）  

あ
る

日
突
然
、
病
院
が
な
く
な
る

｜

。

北
海
道
で
も
医
療
、
介
護
の
経
営

危
機
が
続
い
て
い
ま
す
。
軍
拡
よ

り
社
会
保
障
、
い
ま
す
ぐ
国
費
を

投
入
せ
よ
と
の
世
論
と
運
動
を
広

げ
ま
し
ょ
う
。

小
池
　晃
（
共
産
）  「
11
万
病
床

削
減
」
な
ど
「
医
療
費
４
兆
円
削

減
」
は
断
固
阻
止
し
、
地
域
医
療

を
支
え
る
医
療
機
関
へ
の
公
的
支

援
の
拡
充
と
、
診
療
・
介
護
報
酬

の
増
額
・
改
善
を
進
め
る
べ
き
で

す
。（※

）

井
上
　哲
士
（
共
産
）  

５
年
間
で

43
兆
円
も
の
大
軍
拡
中
止
、
不
公

平
税
制
の
見
直
し
、
大
企
業
内
部

留
保
課
税
の
実
施
で
、
医
療
・
社

会
保
障
予
算
の
充
実
が
必
要
で
す
。

山
下
　芳
生
（
共
産
）  

医
療
・

社
会
保
障
は
、
す
べ
て
の
国
民
が

人
間
ら
し
い
暮
ら
し
を
送
る
た
め

の
も
の
で
す
。
憲
法
25
条
は
、
そ

の
向
上
及
び
増
進
は
国
の
責
務
で

あ
る
と
定
め
て
い
ま
す
。（※

）

矢
野
　ゆ
き
子
（
共
産
）  

医
療
や

社
会
保
障
は
、
す
べ
て
の
国
民
が

人
間
ら
し
い
暮
ら
し
を
送
る
た
め

の
も
の
で
す
。（※

）

平
　あ
や
子
（
共
産
）
医
療
・
社

会
保
障
の
充
実
は
、
す
べ
て
の
国

民
が
人
間
ら
し
い
暮
ら
し
を
送
る

た
め
に
不
可
欠
の
課
題
で
す
。
憲

法
は
そ
の
向
上
及
び
増
進
は
国
の

責
務
で
あ
る
と
定
め
て
い
ま
す
。

新
潟
県
内
で
も
日
本
共
産
党
は
、

「
地
域
医
療
を
守
る
新
潟
県
実
行

委
員
会
」
の
み
な
さ
ん
と
協
力
し

て
、
医
療
・
社
会
保
障
の
充
実
の

た
め
に
力
を
尽
く
し
て
い
ま
す
。

（※

）
鈴
木
　弘
一
（
共
産
）  

医
療
や
介

護
な
ど
社
会
保
障
は
国
民
の
命
と

く
ら
し
を
支
え
る
も
の
で
す
が
、

年
金
も
ふ
く
め
て
、
い
ま
崩
壊
の

一
歩
手
前
と
い
う
危
機
に
あ
り
ま

す
。（※

）

西
山
　の
ぶ
ひ
で
（
共
産
）  

地
域

を
支
え
る
医
療
・
介
護
施
設
が
物

価
高
の
も
と
で
経
営
難
に
陥
っ
て

お
り
、
人
手
不
足
も
相
ま
っ
て
危

機
的
状
況
に
あ
る
と
お
聞
き
し
ま

す
。
医
療
・
社
会
保
障
の
向
上
・

増
進
は
政
治
の
責
任
で
進
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。（※

）

大
椿
　ゆ
う
こ
（
社
民
）
が
ん
こ

に
平
和
、
税
金
は
く
ら
し
に
、
皆

様
と
同
じ
考
え
で
す
。

2025年第27回参議院議員選挙・立候補予定者

区
挙
選

名前 現新 政党 賃上げ 
実施

医療 
再編

食料 
自給率

消費税 
減税 政策

道
海
北

岩本　剛人 現 自民 － － － －
高橋はるみ 現 自民 － － － －
勝部けんじ 現 立民 － － － －
宮内　史織 新 共産 ○ ○ ○ ○ ★
のむら

パターソン和孝 新 れいわ ○ ○ ○ ○

田
秋 寺田　　静 現 無所属 ○ ○ ○ ○ ★

なかいずみ松司 元 自民 △ △ ○ △ ★

島
福 森　まさこ 現 自民 ○ ○ ○ △ ★

石原洋三郎 元 立民 － － － －

潟
新 打越さくら 現 立民 ○ ○ ○ ○ ★

中村　真衣 新 自民 － － － －

山
富

堂故　　茂 現 自民 － － － －
庭田ゆきえ 新 国民 ○ ○ ○ ○ ★
坂本ひろし 新 共産 ○ ○ ○ ○ ★

野
長 羽田　次郎 現 立民 ○ ○ ○ ○ ★

藤田ひかる 新 自民 － － － －

城
茨 上月　良祐 現 自民 ○ △ ○ △ ★

小沼　　巧 現 立民 ○ ○ ○ ○

玉
埼

古川　俊治 現 自民 － － － －
熊谷　裕人 現 立民 － － － －
矢倉　克夫 現 公明 ○ △ ○ ○
伊藤　　岳 現 共産 ○ ○ ○ ○ ★
江原くみ子 新 国民 － － － －
桜井ななえ 新 れいわ ○ ○ ○ ○

川
奈
神

佐々さやか 現 公明 － － － －
牧山ひろえ 現 立民 ○ ○ ○ ○
かごしま彰宏 新 国民 ○ △ ○ ○ ★
あさか由香 新 共産 ○ ○ ○ ○ ★
三好りょう 新 れいわ ○ ○ ○ ○
脇　　雅昭 新 自民 － － － －

岡
静

牧野たかお 現 自民 ○ △ ○ × ★
しんば賀津也 現 国民 － － － －
鈴木　ちか 新 共産 ○ ○ ○ ○ ★

知
愛

酒井やすひき 現 自民 ○ △ ○ ×
安江のぶお 現 公明 － － － －
田島まいこ 現 立民 － － － －
水野こういち 新 国民 ○ ○ ○ ○ ★
すやま初美 新 共産 ○ ○ ○ ○ ★
辻　　恵 新 れいわ ○ ○ ○ ○

阜
岐

若井　敦子 新 自民 － － － －
服部　　学 新 立民 ○ ○ ○ ○
三尾　圭司 新 共産 ○ ○ ○ ○ ★

重
三 吉川ゆうみ 現 自民 － － － －

小島とも子 新 立民 ○ ○ ○ ○

島
広

森本しんじ 現 立民 － － － －
西田　英範 新 自民 － － － －
高見あつみ 新 共産 ○ ○ ○ ○ ★

口
山 北村つねお 現 自民 ○ ○ ○ △

川
香

三宅　伸吾 現 自民 ○ ○ ○ △
原田ひでか 新 国民 － － － －
長尾　真希 新 共産 ○ ○ ○ ○ ★

島
徳

知
高 広田　　一 現 無所属 ○ ○ ○ ○

大石　　宗 新 自民 － － － －

分
大 白坂　亜紀 現 自民 回答を差し控えます

吉田　忠智 元 立民 ○ ○ ○ ○ ★

例
比
国
全

石田　昌宏 現 自民 ○ ○ ○ ○ ★
本田あきこ 現 自民 ○ △ ○ ×
川田　龍平 現 立民 ○ ○ ○ ○
石川　大我 現 立民 ○ ○ ○ ○
小沢　雅仁 現 立民 ○ ○ ○ ○
塩田　博昭 現 公明 ○ △ ○ △ ★
新妻　秀規 現 公明 ○ △ ○ △
はたやま和也 新 共産 ○ ○ ○ ○ ★
小池　　晃 現 共産 ○ ○ ○ ○ ★
井上　哲士 現 共産 ○ ○ ○ ○ ★
山下　芳生 現 共産 ○ ○ ○ ○ ★
矢野ゆき子 新 共産 ○ ○ ○ ○ ★
平　あや子 新 共産 ○ ○ ○ ○ ★
鈴木　弘一 新 共産 ○ ○ ○ ○ ★
西山のぶひで 新 共産 ○ ○ ○ ○ ★
大椿ゆうこ 現 社民 ○ ○ ○ ○ ★
浜田　　聡 現 Ｎ党 × × △ ○

参議院立候補予定者者への公開質問立
候
補（
予
定
）者
か
ら
の
医
療
政
策（
全
厚
労
・
選
挙
区
順
）

国
政
政
党
か
ら
の
回
答

　
回
答
が
長
い
場
合
に
は
冒
頭
部
分
を
掲
載

し
、
残
り
の
文
言
は
Ｈ
Ｐ
に
全
文
掲
載
し
て

い
ま
す
（
最
後
に※

印
が
付
い
て
い
る
方
）。

な
お
名
前
の
表
記
に
つ
い
て
は
、
寄
せ
ら
れ

た
回
答
に
則
っ
て
い
ま
す
。

医
療
政
策
・

訴
え
の
全
文
は

こ
ち
ら

国政政党からの回答一覧

政党名 賃上げ
実施

医療
再編
見直し

食料
自給率
向上

消費税
減税

自由民主党 政務調査会で検討中が期限までに
回答なし

立憲民主党 ○ ○ ○ ○

公明党 団体部門で検討中とのことだが
回答なし

日本
維新の会 今回は回答を遠慮したい

国民民主党 ○ ○ ○ ○
日本共産党 ○ ○ ○ ○
れいわ
新選組 ○ ○ ○ ○

社会民主党 ○ ○ ○ ○
参政党 ○ ○ ○ ○

日本保守党 期限までに回答なし
※賛成＝○、反対＝×、どちらでもない＝△

（3） 2025年６月20日 第535号全 厚 労 ニ ュ ー ス （2）2025年６月20日 第535号全 厚 労 ニ ュ ー ス

つぶやき教宣部の教宣部の教宣部の つぶやき
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当
選
者
（
読
者
の
声
掲
載
者
含
む
）
15
名
様
に
図
書
（
ク
オ
）
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す

答
え
と
本
紙
の
感
想
な
ど
を
添
え
て
下
記
あ
て
先
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

当
選
の
結
果
は
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
４
月
号
の
答
え
は
「
シ
ュ
ン
ト
ウ
」
ま
た
は
「
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
」
で
、
当
選
倍
率
は
２
・
１
倍
（
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
・
聞
か
せ
て
、
読
者
の
声
計
15
名
当
選
）
で
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
夏
で
す
ね
！
夏
レ
ク
に
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
、
組
合
の
大
会
な
ど
楽
し

み
い
っ
ぱ
い
で
す　

                 （
広
島
）

―
―
夏
は
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
。
労
働
組

合
で
知
り
合
っ
た
方
と
山
登
り
し

た
な
ぁ
。
夏
を
満
喫
す
る
た
め
に

団
結
し
て
が
ん
ば
ろ
う
。（
Ｈ
Ｔ
）

　
お
米
が
去
年
の
２
倍
の
値
段
で
家
計

が
苦
し
い
で
す
。
ガ
ソ
リ
ン
、
食
品
、

旅
行
、
全
て
値
上
が
り
し
て
い
る
け
ど
、

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
は
変
わ
ら
ず
。
主
食
を

減
ら
す
か
、
パ
ン
に
代
え
て
凌
い
で
い

ま
す
。　                          

（
秋
田
）

―
―
物
価
高
は
全
て
の
人
に
影
響
が
出

て
い
ま
す
。
し
か
し
診
療
報
酬
は

そ
れ
を
カ
バ
ー
で
き
て
い
な
い
。

だ
か
ら
ベ
ア
出
来
な
い
。
国
の
政

策
が
悪
い
と
思
い
ま
す
。
選
挙
特

集
号
を
読
ん
で
選
挙
に
行
き
ま
し

ょ
う
！                     （
Ｋ
Ｕ
）

　
新
歓
特
集
号
で
も
記
載
さ
れ
て
い
た
、 ｢

黙
示
の
指
示｣

で
サ
ー
ビ
ス
残
業
を
す

る
こ
と
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
て
悲

し
い
で
す
。
上
司
に
申
請
し
て
も
看
護

部
長
の
判
断
で
ほ
と
ん
ど
残
業
申
請
が

通
り
ま
せ
ん
。                   

（
長
野
）

―
―
自
分
が
不
条
理
に
感
じ
て
い
る
な

ら
周
り
も
き
っ
と
そ
う
思
っ
て
い

ま
す
。
看
護
師
さ
ん
同
士
で
団
結

し
て
部
長
と
談
判
す
る
か
、
組
合

で
支
部
交
渉
が
必
要
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
行
動
し
な
け
れ
ば
現

状
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
健
闘
を
祈

り
ま
す
。                    （
Ａ
Ｋ
）

　
新
入
組
合
員
学
習
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
入
職
し
て
２
ヶ
月
！
職
場
の
雰
囲

気
に
は
慣
れ
た
頃
で
し
ょ
う
か
。
学
習

会
で
学
ん
で
い
た
だ
い
て
、
次
世
代
の

組
合
を
引
っ
張
っ
て
い
っ
て
欲
し
い
で

す
。
参
加
し
て
み
た
ら
組
合
は
、
け
っ

こ
う
楽
し
く
勉
強
に
な
る
集
ま
り
で
す

よ
〜
。                          

（
北
海
道
）

―
―
ぜ
ひ
ぜ
ひ
。
な
に
か
困
っ
た
事
が

あ
っ
た
時
も
、
働
く
仲
間
の
労
働

組
合
は
相
談
し
や
す
い
と
思
い
ま

す
。                          （
Ｅ
Ｎ
）

　読者の声、聞かせて・教えて、クロスワー
ドはすべてＱＲコードよりスマホから投稿でき
ます。氏名・住所・希望景品（図書カード
又はクオカード）は必須事項です。

　
令
和
６
年
度
の

公
的
三
団
体
の
病

院
収
益
は
全
体
で

約
８
０
０
億
円
の

赤
字
と
聞
い
た
。

地
域
医
療
構
想
を

進
め
て
い
か
な
く

て
も
こ
の
ま
ま
で

は
廃
院
に
な
る
病

院
は
増
え
て
い
く
。

人
口
減
少
の
多
い

地
域
に
あ
る
病
院

ほ
ど
経
営
が
で
き
な
く
な
り

医
療
崩
壊
が
起
こ
っ
て
し
ま

う
。
そ
う
な
れ
ば
田
舎
か
ら

病
院
や
人
が
消
え
、
米
を
生

産
す
る
人
達
も
い
な
く
な
っ

て
し
ま
う
。        

　（
Ｏ
Ｇ
）

聞かせて・教えて！のコーナー聞かせて・教えて！のコーナー
☆４月号で募集した「聞かせて・教えて」の結果発表☆
質問１　４月号で一番興味があった面は？
　最も票が集まったのは、１面の春闘「医師・看護師・介護職員の大幅
増員」署名行動など各地で取り組まれた内容についての記事13票でした。
次いで、国会議員・厚労省幹部と意見交換を行った様子を掲載した２面
12票、定番面３面が３票、４面１票でした。
質問２　新入職員へ伝えたい、職場の魅力は？ 
　「雰囲気・アットホームさ」が最多12票、次いで「休みの取りやすさ」９票、
「勤務時間の短さ」６票でした。雰囲気を良くするカギは増員！？賃金アッ
プと併せて、職場環境も良くしていきたいですね。

質問１　６月号で一番興味があった面は？
　　　　Ａ＝１面　Ｂ＝２面　Ｃ＝３面　Ｄ＝４面
質問２　今月は「選挙特集号」でした。さて投票は？
　　　　Ａ＝必ず行くよ！　Ｂ＝なるべく行く
　　　　Ｃ＝たぶん行かない　Ｄ＝その他

さて、今回の「聞かせて・教えて！」は

ん
。
国
が
直
接
、
年
間
３
兆
円
の
財

政
投
資
を
行
い
、
ケ
ア
労
働
者
の
給

与
を
月
10
万
円
引
き
上
げ
ま
す
。

【
社
会
民
主
党
】

　
臨
時
の
報
酬
改
定
や
期
中
改
定
ま

で
の
賃
上
げ
補
助
で
全
産
業
の
平
均

並
み
の
賃
上
げ
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

【
参
政
党
】

　
介
護
職
員
の
賃
金
・
待
遇
を
抜
本

的
に
引
き
上
げ
、
地
方
公
務
員
並
み

の
安
定
し
た
職
業
と
位
置
づ
け
ま
す
。

【
立
憲
民
主
党
】

●
全
て
の
介
護
職
員
等
（
ケ
ア
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
、
事
務
職
員
や
調
理
員
な

ど
を
含
む
）
の
賃
金
を
全
産
業
平
均

の
水
準
に
引
き
上
げ
る
こ
と
を
目
指

し
て
、
着
実
に
処
遇
改
善
を
行
い
ま

す
。
処
遇
改
善
は
、
介
護
保
険
料
の

引
き
上
げ
に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
、

原
則
国
費
と
す
べ
く
検
討
を
進
め
ま

す
。

●
公
立
・
公
的
病
院
な
ど
、
赤
字
の

医
療
機
関
の
経
営
を
緊
急
的
に
支
え

る
補
助
金
制
度
を
速
や
か
に
創
設
し

ま
す
。
ま
た
、
全
て
の
医
療
機
関
の

赤
字
の
状
況
や
物
価
高
や
人
件
費
高

騰
に
対
応
す
る
た
め
、
次
期
診
療
報

酬
改
定
で
こ
の
補
助
金
の
内
容
を
取

り
込
ん
だ
上
で
プ
ラ
ス
改
定
と
し
ま

す
。

●
２
０
２
４
年
診
療
報
酬
改
定
で
新

設
さ
れ
た
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
や

基
本
料
引
上
げ
の
効
果
を
早
期
に
検

証
し
、
看
護
師
、
薬
剤
師
、
臨
床
検

査
技
師
、
医
療
事
務
等
の
医
療
従
事

者
に
対
す
る
さ
ら
な
る
賃
上
げ
が
可

能
と
な
る
よ
う
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評

価
料
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

【
国
民
民
主
党
】

　
公
定
価
格
が
給
料
決
定
に
影
響
を

及
ぼ
す
介
護
職
員
、
看
護
師
、
保
育

士
等
の
方
々
に
つ
い
て
は
10
年
で
地

域
の
実
情
を
勘
案
し
つ
つ
給
料
を 

２

倍
に
す
る
と
と
も
に
、
地
域
手
当
の

見
直
し
を
行
い
ま
す
。
処
遇
改
善
加

算
等
は
対
象
者
に
直
接
給
付
し
ま
す
。

現
在
対
象
と
さ
れ
て
い
な
い
介
護
従

事
者
に
つ
い
て
は
対
象
を
拡
大
し
ま

す
。

【
日
本
共
産
党
】

　
国
が
決
め
る
公
的
価
格
で
あ
る
診

療
報
酬
・
介
護
報
酬
が
、
物
価
高
も

賃
金
上
昇
も
ま
と
も
に
反
映
せ
ず
低

く
抑
え
ら
れ
て
い
る
た
め
、
医
療
で

は
、
病
院
の
経
営
が
急
激
に
悪
化
し
、

医
療
従
事
者
へ
の
ボ
ー
ナ
ス
カ
ッ
ト

や
賃
下
げ
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
介

護
で
も
、
低
賃
金
や
劣
悪
な
労
働
条

件
を
受
け
た
深
刻
な
人
材
不
足
が
、

制
度
の
基
盤
を
掘
り
崩
す
重
大
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
日
本
共
産
党
は
、
緊
急
に
国
費
５

０
０
０
億
円
を
投
入
し
、
患
者
負
担

増
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
な
が
ら
、

診
療
報
酬
を
引
き
上
げ
、
医
療
従
事

　「
公
開
質
問
状
」
へ
の
政
党
か
ら
の
回
答
は
、
残
念
な
が
ら
与
党
か
ら
は
得

ら
れ
ず
、
野
党
の
み
と
な
り
ま
し
た
。
日
本
維
新
の
会
か
ら
も
今
回
は
「
回
答

を
遠
慮
し
た
い
」
と
の
対
応
で
、
残
る
野
党
も
４
つ
の
質
問

に
は
全
て
「
賛
成
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
以
下
、「
質
問
１
」
の
み
に
つ
い
て
、
個
別
の
具
体
的
回

答
を
掲
載
し
ま
す
。
残
る
質
問
へ
の
回
答
は
、
以
下
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
参
照
し
、
投
票
の
判
断
材
料
に
し
て
下
さ
い
。

者
の
賃
上
げ
を
は
か
る
こ
と
を
提
案

し
て
い
ま
す
。
介
護
で
は
、
介
護
保

険
の
国
庫
負
担
を
25
％
か
ら
35
％
に

引
き
上
げ
て
国
費
投
入
を
１
・
３
兆

円
増
や
し
、
公
的
助
成
に
よ
る
介
護

従
事
者
の
賃
上
げ
行
う
こ
と
を
提
言

し
て
い
ま
す
。

【
れ
い
わ
新
選
組
】

　
報
酬
に
賃
上
げ
加
算
を
設
け
る
こ

と
は
、
利
用
者
負
担
の
増
加
に
つ
な

が
り
、
ま
た
本
来
業
務
で
な
い
事
務

負
担
を
増
や
す
だ
け
で

あ
り
、
推
奨
で
き
ま
せ

質
問
１  

ケ
ア
労
働
者「
賃
上
げ
」の
た
め
の
具
体
的
な
政
策
に
つ
い
て

　5月30日時点での参議院改選議員、報道等による道県選挙区
立候補予定者で連絡先が判明した方に「公開質問状」をＦＡＸ送
付、かつ政党本部を通じて連絡していただき、締め切りまでに届
いた回答を掲載しています。質問①は「ケア労働者の賃上げにつ
いて」、②「地域医療構想の見直し、医療インフラの拡充」、③「食
料自給率の向上」、④「消費税減税の是非」に関
して、賛成＝○、反対＝×、どちらでもない＝△、
回答せず＝－、で表記しています。政策欄に★
印がある方は個人の政策があります。詳しい公
開質問状はＱＲコードを参照下さい。

【
北
海
道
】

宮
内
　史
織
（
共
産
）  

国
民
の
い

の
ち
と
生
活
を
守
る
こ
と
は
憲
法

25
条
に
基
づ
く
国
政
の
最
重
要
課

題
で
す
。
こ
の
間
の
自
公
政
権
に

よ
る
医
療
・
介
護
の
削
減
は
た
だ

ち
に
止
め
さ
せ
、
国
の
責
任
で
社

会
保
障
の
拡
充
を
求
め
ま
す
。

（※

）

【
秋
　
田
】

寺
田
　静
（
無
所
属
）  

人
口
減
少

が
進
む
秋
田
県
で
は
あ
り
ま
す
が
、

医
療
従
事
者
の
待
遇
改
善
を
し
、

国
民
が
安
心
し
て
年
を
重
ね
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

な
か
い
ず
み
　松
司
（
自
民
）  

い

ず
れ
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
が
、

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
何
を
優
先

す
る
か
、
ど
う
や
っ
て
財
源
を
確

保
す
る
か
が
大
き
な
問
題
。

【
福
　
島
】

森
　ま
さ
こ
（
自
民
）  

減
税
す
る

時
は
、
社
会
保
障
の
財
源
を
確
実

に
確
保
し
て
か
ら
す
べ
き
で
あ
る
。

【
新
　
潟
】

打
越
　さ
く
ら
（
立
民
）  

医
療
や

社
会
保
障
分
野
は
、
規
制
緩
和
、

競
争
、
自
己
責
任
な
ど
自
民
党
政

権
が
進
め
て
き
た
政
策
か
ら
最 

も
遠
い
分
野
で
あ
り
、
公
的
責
任

に
お
い
て
必
要
十
分
な
水
準
を
確

保
す
る
こ
と
は
当
然
で
す
。

【
富
　
山
】

庭
田
　ゆ
き
え
（
国
民
）  

現
役

世
代
、
次
世
代
の
医
療
負
担
の
軽

減
。
ま
た
、
持
続
可
能
な
医
療
体

制
の
整
備
は
急
務
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
年
齢
で
は
な
く
能

力
に
応
じ
た
負
担
と
し
て
制
度
の

維
持
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

坂
本
　ひ
ろ
し
（
共
産
）  

医
療
・

社
会
保
障
は
、
す
べ
て
の
国
民
が

人
間
ら
し
い
暮
ら
し
を
送
る
た
め

の
も
の
で
す
。
憲
法
は
そ
の
向
上
、

増
進
を
国
に
求
め
て
い
ま
す
。

（※

）

【
長
　
野
】

羽
田
　次
郎
（
立
民
）  

党
の
「
公

立
・
公
的
病
院
改
革
ワ
ー
キ
ン
グ

チ
ー
ム
」
に
お
い
て
幹
事
と
し
て

厚
生
労
働
大
臣
と
総
務
大
臣
に
対

し
て
緊
急
申
入
れ
提
言
を
取
り
ま

と
め
さ
せ
て
頂
き
、
先
日
両
大
臣

に
提
出
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
経

済
的
支
援
、
人
員
確
保
、
医
薬
品

確
保
を
重
点
的
に
提
言
に
盛
り
込

ま
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

【
茨
　
城
】

上
月
　良
祐
（
自
民
）  

公
定
価
格

の
診
療
報
酬
、
介
護
報
酬
は
低
す

ぎ
る
。
医
療
や
福
祉
を
支
え
て
い

る
の
は
人
で
あ
り
、
そ
の
生
活
を

守
れ
な
け
れ
ば
医
療
や
福
祉
の
現

場
も
守
れ
な
い
。
公
定
価
格
の
引

き
上
げ
が
絶
対
に
必
要
。

【
埼
　
玉
】

伊
藤
　岳
（
共
産
）  

医
師
・
看
護

師
・
介
護
職
員
等
の
大
幅
増
員
と

賃
金
引
き
上
げ
、
労
働
環
境
の
改

善
は
待
っ
た
な
し
で
す
。
緊
急
に

国
費
を
５
０
０
０
億
円
投
入
し
て
、

診
療
報
酬
の
基
本
の
部
分
を
引
き

上
げ
ま
す
。（※

）

【
神
奈
川
】

か
ご
し
ま
　彰
宏
（
国
民
）  

現
役

世
代
へ
過
度
な
負
担
が
の
し
か
か

っ
て
い
る
社
会
保
障
制
度
に
つ
い

て
、
応
能
負
担
を
検
討
す
る
こ
と

で
、
少
子
高
齢
化
で
も
持
続
性
の

あ
る
制
度
に
転
換
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

あ
さ
か
　由
香
（
共
産
）  

私
は
、

医
療
・
社
会
保
障
の
抜
本
的
拡
充

を
強
く
訴
え
て
い
ま
す
。
特
に
現

在
、物
価
高
騰
に
よ
る
医
療
、介
護

の
経
営
危
機
、
崩
壊
を
食
い
と
め

る
緊
急
措
置
が
必
要
で
す
。（※

）

【
静
　
岡
】

牧
野
　た
か
お
（
自
民
）  

将
来
も

安
心
で
き
る
持
続
可
能
な
社
会
保

障
シ
ス
テ
ム
、
医
療
体
制
を
構
築

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
ま

す
。

鈴
木
　ち
か
（
共
産
）  

い
の
ち
と

く
ら
し
・
人
権
を
守
る
政
治
を
め

ざ
し
ま
す
。（※

）

【
愛
　
知
】

水
野
　こ
う
い
ち
（
国
民
）  

地
域

医
療
の
持
続
可
能
性
を
重
視
し
、

人
口
減
少
と
高
齢
化
が
進
む
中
で

も
住
民
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け

ら
れ
る
体
制
の
整
備
を
提
案
し
医

療
提
供
の
安
定
化
を
目
指
し
て
い

ま
す
。（※

）

す
や
ま
　初
美
（
共
産
）  

医
療
・

社
会
保
障
は
、
人
間
ら
し
い
生
活

を
営
む
た
め
に
不
可
欠
な
も
の
で

あ
り
、
全
国
民
に
権
利
と
し
て
保

障
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
す
。（※

）

【
岐
　
阜
】

三
尾
　圭
司
（
共
産
）  

医
療
・
社

会
保
障
に
対
す
る
政
策
や
考
え
方

等
に
つ
い
て
、
す
べ
て
の
国
民
が

人
間
ら
し
い
暮
ら
し
を
送
る
た
め

の
も
の
で
す
。（※

）

【
広
　
島
】

高
見
　あ
つ
み
（
共
産
）  

憲
法
は

25
条
で
、
国
は
社
会
福
祉
、
社
会

保
障
の
増
進
に
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
定
め
て
い
ま
す
が
、
現

実
に
は
軍
事
費
が
突
出
し
、
社
会

保
障
の
予
算
は
物
価
上
昇
率
に
も

及
ん
で
い
ま
せ
ん
。
大
軍
拡
、
大

企
業
優
先
の
政
治
を
改
め
て
医

療
・
社
会
保
障
の
充
実
、
く
ら
し

優
先
の
政
治
実
現
へ
力
を
つ
く
し

ま
す
。

【
香
　
川
】

長
尾
　真
希
（
共
産
）  「
み
ん
な

が
ご
飯
を
き
ち
ん
と
食
べ
ら
れ
て
、

戦
争
や
貧
困
・
差
別
な
く
平
和
に

暮
ら
せ
る
政
治
」
の
実
現
を
私
は

求
め
ま
す
。
医
療
・
社
会
保
障
は

そ
の
根
幹
を
な
す
も
の
で
す
。
大

切
に
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
大
分
】

吉
田
　忠
智
（
立
民
）  

誰
も
が
安

心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る
国
民

皆
保
険
制
度
を
堅
持
し
、
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
機
能
の
充
実
の
た
め

保
険
税
の
軽
減
に
つ
い
て
議
論
さ

れ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
は
、
社

会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
に
向
け

て
、
国
会
本
来
の
姿
で
あ
る
熟
議

が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
全
国
比
例
】

石
田
　昌
宏
（
自
民
）  

医
療
・
社

会
保
障
政
策
に
さ
ら
に
尽
力
し
て

参
り
ま
す
。

塩
田
　博
昭
（
公
明
）  

生
き
て
い

く
上
で
不
可
欠
な
公
的
サ
ー
ビ
ス

は
誰
も
が
平
等
に
、
必
要
な
時
に

ア
ク
セ
ス
で
き
る
権
利
の
保
障
を

め
ざ
す
〜
ベ
ー
シ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス

の
考
え
方
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

は
た
や
ま
　和
也
（
共
産
）  

あ
る

日
突
然
、
病
院
が
な
く
な
る

｜

。

北
海
道
で
も
医
療
、
介
護
の
経
営

危
機
が
続
い
て
い
ま
す
。
軍
拡
よ

り
社
会
保
障
、
い
ま
す
ぐ
国
費
を

投
入
せ
よ
と
の
世
論
と
運
動
を
広

げ
ま
し
ょ
う
。

小
池
　晃
（
共
産
）  「
11
万
病
床

削
減
」
な
ど
「
医
療
費
４
兆
円
削

減
」
は
断
固
阻
止
し
、
地
域
医
療

を
支
え
る
医
療
機
関
へ
の
公
的
支

援
の
拡
充
と
、
診
療
・
介
護
報
酬

の
増
額
・
改
善
を
進
め
る
べ
き
で

す
。（※

）

井
上
　哲
士
（
共
産
）  

５
年
間
で

43
兆
円
も
の
大
軍
拡
中
止
、
不
公

平
税
制
の
見
直
し
、
大
企
業
内
部

留
保
課
税
の
実
施
で
、
医
療
・
社

会
保
障
予
算
の
充
実
が
必
要
で
す
。

山
下
　芳
生
（
共
産
）  

医
療
・

社
会
保
障
は
、
す
べ
て
の
国
民
が

人
間
ら
し
い
暮
ら
し
を
送
る
た
め

の
も
の
で
す
。
憲
法
25
条
は
、
そ

の
向
上
及
び
増
進
は
国
の
責
務
で

あ
る
と
定
め
て
い
ま
す
。（※

）

矢
野
　ゆ
き
子
（
共
産
）  

医
療
や

社
会
保
障
は
、
す
べ
て
の
国
民
が

人
間
ら
し
い
暮
ら
し
を
送
る
た
め

の
も
の
で
す
。（※

）

平
　あ
や
子
（
共
産
）
医
療
・
社

会
保
障
の
充
実
は
、
す
べ
て
の
国

民
が
人
間
ら
し
い
暮
ら
し
を
送
る

た
め
に
不
可
欠
の
課
題
で
す
。
憲

法
は
そ
の
向
上
及
び
増
進
は
国
の

責
務
で
あ
る
と
定
め
て
い
ま
す
。

新
潟
県
内
で
も
日
本
共
産
党
は
、

「
地
域
医
療
を
守
る
新
潟
県
実
行

委
員
会
」
の
み
な
さ
ん
と
協
力
し

て
、
医
療
・
社
会
保
障
の
充
実
の

た
め
に
力
を
尽
く
し
て
い
ま
す
。

（※

）
鈴
木
　弘
一
（
共
産
）  

医
療
や
介

護
な
ど
社
会
保
障
は
国
民
の
命
と

く
ら
し
を
支
え
る
も
の
で
す
が
、

年
金
も
ふ
く
め
て
、
い
ま
崩
壊
の

一
歩
手
前
と
い
う
危
機
に
あ
り
ま

す
。（※

）

西
山
　の
ぶ
ひ
で
（
共
産
）  

地
域

を
支
え
る
医
療
・
介
護
施
設
が
物

価
高
の
も
と
で
経
営
難
に
陥
っ
て

お
り
、
人
手
不
足
も
相
ま
っ
て
危

機
的
状
況
に
あ
る
と
お
聞
き
し
ま

す
。
医
療
・
社
会
保
障
の
向
上
・

増
進
は
政
治
の
責
任
で
進
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。（※

）

大
椿
　ゆ
う
こ
（
社
民
）
が
ん
こ

に
平
和
、
税
金
は
く
ら
し
に
、
皆

様
と
同
じ
考
え
で
す
。

2025年第27回参議院議員選挙・立候補予定者

区
挙
選

名前 現新 政党 賃上げ 
実施

医療 
再編

食料 
自給率

消費税 
減税 政策

道
海
北

岩本　剛人 現 自民 － － － －
高橋はるみ 現 自民 － － － －
勝部けんじ 現 立民 － － － －
宮内　史織 新 共産 ○ ○ ○ ○ ★
のむら

パターソン和孝 新 れいわ ○ ○ ○ ○

田
秋 寺田　　静 現 無所属 ○ ○ ○ ○ ★

なかいずみ松司 元 自民 △ △ ○ △ ★

島
福 森　まさこ 現 自民 ○ ○ ○ △ ★

石原洋三郎 元 立民 － － － －

潟
新 打越さくら 現 立民 ○ ○ ○ ○ ★

中村　真衣 新 自民 － － － －

山
富

堂故　　茂 現 自民 － － － －
庭田ゆきえ 新 国民 ○ ○ ○ ○ ★
坂本ひろし 新 共産 ○ ○ ○ ○ ★

野
長 羽田　次郎 現 立民 ○ ○ ○ ○ ★

藤田ひかる 新 自民 － － － －

城
茨 上月　良祐 現 自民 ○ △ ○ △ ★

小沼　　巧 現 立民 ○ ○ ○ ○

玉
埼

古川　俊治 現 自民 － － － －
熊谷　裕人 現 立民 － － － －
矢倉　克夫 現 公明 ○ △ ○ ○
伊藤　　岳 現 共産 ○ ○ ○ ○ ★
江原くみ子 新 国民 － － － －
桜井ななえ 新 れいわ ○ ○ ○ ○

川
奈
神

佐々さやか 現 公明 － － － －
牧山ひろえ 現 立民 ○ ○ ○ ○
かごしま彰宏 新 国民 ○ △ ○ ○ ★
あさか由香 新 共産 ○ ○ ○ ○ ★
三好りょう 新 れいわ ○ ○ ○ ○
脇　　雅昭 新 自民 － － － －

岡
静

牧野たかお 現 自民 ○ △ ○ × ★
しんば賀津也 現 国民 － － － －
鈴木　ちか 新 共産 ○ ○ ○ ○ ★

知
愛

酒井やすひき 現 自民 ○ △ ○ ×
安江のぶお 現 公明 － － － －
田島まいこ 現 立民 － － － －
水野こういち 新 国民 ○ ○ ○ ○ ★
すやま初美 新 共産 ○ ○ ○ ○ ★
辻　　恵 新 れいわ ○ ○ ○ ○

阜
岐

若井　敦子 新 自民 － － － －
服部　　学 新 立民 ○ ○ ○ ○
三尾　圭司 新 共産 ○ ○ ○ ○ ★

重
三 吉川ゆうみ 現 自民 － － － －

小島とも子 新 立民 ○ ○ ○ ○

島
広

森本しんじ 現 立民 － － － －
西田　英範 新 自民 － － － －
高見あつみ 新 共産 ○ ○ ○ ○ ★

口
山 北村つねお 現 自民 ○ ○ ○ △

川
香

三宅　伸吾 現 自民 ○ ○ ○ △
原田ひでか 新 国民 － － － －
長尾　真希 新 共産 ○ ○ ○ ○ ★

島
徳

知
高 広田　　一 現 無所属 ○ ○ ○ ○

大石　　宗 新 自民 － － － －

分
大 白坂　亜紀 現 自民 回答を差し控えます

吉田　忠智 元 立民 ○ ○ ○ ○ ★

例
比
国
全

石田　昌宏 現 自民 ○ ○ ○ ○ ★
本田あきこ 現 自民 ○ △ ○ ×
川田　龍平 現 立民 ○ ○ ○ ○
石川　大我 現 立民 ○ ○ ○ ○
小沢　雅仁 現 立民 ○ ○ ○ ○
塩田　博昭 現 公明 ○ △ ○ △ ★
新妻　秀規 現 公明 ○ △ ○ △
はたやま和也 新 共産 ○ ○ ○ ○ ★
小池　　晃 現 共産 ○ ○ ○ ○ ★
井上　哲士 現 共産 ○ ○ ○ ○ ★
山下　芳生 現 共産 ○ ○ ○ ○ ★
矢野ゆき子 新 共産 ○ ○ ○ ○ ★
平　あや子 新 共産 ○ ○ ○ ○ ★
鈴木　弘一 新 共産 ○ ○ ○ ○ ★
西山のぶひで 新 共産 ○ ○ ○ ○ ★
大椿ゆうこ 現 社民 ○ ○ ○ ○ ★
浜田　　聡 現 Ｎ党 × × △ ○

参議院立候補予定者者への公開質問立
候
補（
予
定
）者
か
ら
の
医
療
政
策（
全
厚
労
・
選
挙
区
順
）

国
政
政
党
か
ら
の
回
答

　
回
答
が
長
い
場
合
に
は
冒
頭
部
分
を
掲
載

し
、
残
り
の
文
言
は
Ｈ
Ｐ
に
全
文
掲
載
し
て

い
ま
す
（
最
後
に※

印
が
付
い
て
い
る
方
）。

な
お
名
前
の
表
記
に
つ
い
て
は
、
寄
せ
ら
れ

た
回
答
に
則
っ
て
い
ま
す
。

医
療
政
策
・

訴
え
の
全
文
は

こ
ち
ら

国政政党からの回答一覧

政党名 賃上げ
実施

医療
再編
見直し

食料
自給率
向上

消費税
減税

自由民主党 政務調査会で検討中が期限までに
回答なし

立憲民主党 ○ ○ ○ ○

公明党 団体部門で検討中とのことだが
回答なし

日本
維新の会 今回は回答を遠慮したい

国民民主党 ○ ○ ○ ○
日本共産党 ○ ○ ○ ○
れいわ
新選組 ○ ○ ○ ○

社会民主党 ○ ○ ○ ○
参政党 ○ ○ ○ ○

日本保守党 期限までに回答なし
※賛成＝○、反対＝×、どちらでもない＝△
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き
く
逆
転
し
て
い
ま
す
。

　
国
の
安
全
保
障
は
、
防
衛

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
輸

入
が
ス
ト
ッ
プ
し
、
食
べ
る

も
の
が
な
く
な
れ
ば
、
す
ぐ

に
国
民
は
飢
え
て
し
ま
い
ま

す
。
医
療
・
社
会
保
障
予
算

も
そ
う
で
す
が
、
手
厚
く
す

る
べ
き
部
分
を
間
違
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
自
民
・
公
明
与
党
と
日
本

維
新
の
会
は
、
６
月
６
日
の

社
会
保
障
改
革
に
関
す
る
実

務
者
会
議
で
、
全
国
の
医
療

機
関
の
余
剰
病
床
11
万
床
を

27
年
度
ま
で
に
削
減
し
、
医

療
費
１
兆
円
を
抑
え
る
こ
と

で
合
意
し
ま
し
た
。
併
せ
て

維
新
の
会
は
、
国
民
医
療
費

を
年
間
４
兆
円
削
減
し
て
、

現
役
世
代
の
社
会
保
険
料
負

担
を
６
万
円
下
げ
る
よ
う
求

　
全
国
の
多
く
の
医
療
機
関

が
、
物
価
高
騰
に
よ
る
コ
ス

ト
増
に
苦
し
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料

が
新
設
さ
れ
た
も
の
の
、
思

う
よ
う
に
引
き
上
げ
ら
れ
な

い
賃
金
（
年
間
一
時
金
で
の

調
整
が
な
さ
れ
る
等
）
実
態

が
あ
り
ま
す
。
今
の
ま
ま
で
、

経
営
が
立
ち
行
か
な
く
な
れ

ば
、
必
要
と
す
る
地
域
住
民

に
医
療
・
介
護
を
提
供
で
き

な
く
な
っ
て
し
ま
う
だ
け
で

な
く
、
医
療
・
介
護
従
事
者

の
生
活
も
壊
れ
て
し
ま
う
と

多
く
の
医
療
関
係
団
体
、
関

係
者
の
危
機
感
が
拡
が
っ
て

い
ま
す
。

　
い
ま
で
も
医
療
や
介
護
で

働
く
労
働
者
の
賃
金
は
、
全

産
業
平
均
よ
り
低
い
実
態
に

あ
り
ま
す
（
グ
ラ
フ
参
照
）。

今
度
の
選
挙
で
、
物
価
・
人

件
費
の
高
騰
に
し
っ
か
り
と

対
応
し
て
い
く
診
療
報
酬
制

度
へ
の
改
善
や
社
会
保
障
に

対
す
る
財
政
支
援
を
実
現
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
世
間
で
は
「
コ
メ
不
足
」

に
よ
る
コ
メ
価
格
の
暴
騰
に

国
民
が
悲
鳴
を
上
げ
、
政
府

は
「
備
蓄
米
」
の
放
出
を
決

定
し
ま
し
た
。
し
か
し
、「
入

札
備
蓄
米
」
で
の
放
出
で
は

思
う
よ
う
に
値
段
が
下
が
ら

ず
、
農
相
を
差
し
替
え
て
、

随
意
契
約
に
よ
る
備
蓄
米
放

出
に
切
り
替
え
て
、
値
段
を

下
げ
て
い
く
と
い
う
方
向
に

舵
を
切
り
ま
し
た
。

　
結
果
と
し
て
は
値
段
の
下

が
っ
て
き
た
備
蓄
米
を
市
場

に
放
出
し
た
こ
と
で
、
石
破

政
権
の
支
持
率
も
若
干
、
上

向
い
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

そ
も
そ
も
今
回
の
米
不
足
を

も
た
ら
し
た
根
本
原
因
に
は
、

農
業
切
り
捨
て
の
政
策
が
あ

り
ま
す
。
食
料
自
給
率
は
１

９
９
０
年
代
に
入
っ
て
大
幅

に
下
落
し
、
現
在
38
％
に
ま

で
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。
農

水
省
予
算
も
１
９
９
０
年
代

か
ら
漸
減
し
、
25
年
度
予
算

で
２
・
３
兆
円
弱
に
ま
で
下

が
る
一
方
で
、
防
衛
費
（
軍

事
費
）
は
、
約
８
・
５
兆
円

と
１
９
８
０
年
代
に
は
農
水

省
予
算
が
防
衛
費
よ
り
高

か
っ
た
も
の
が
こ
の
30
年
間

で
防
衛
費
が
農
水
省
予
算
の

３
・
７
倍
と
な
る
な
ど
、
大

め
て
お
り
、
３
党
合
意
文
書

に
も
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
余
剰
病
床
と
さ
れ
る
11
万

床
削
減
で
、
想
定
通
り
の
医

療
費
が
削
減
さ
れ
る
の
か
ど

う
か
、
疑
問
に
す
る
識
者
も

多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
も
そ

も
新
型
コ
ロ
ナ
の
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
で
、
余
裕
の
あ
る
病

床
と
そ
れ
に
対
応
で
き
る
だ

け
の
人
員
体
制
こ
そ
が
必
要

と
の
教
訓
が
明
ら
か
に
な
っ

た
は
ず
で
す
。
一
定
の
バ
ッ

フ
ァ
ー
を
持
っ
た
病
床
・
機

能
や
人
員
体
制
を
確
保
す
る

た
め
に
何
が
必
要
か
、
こ
そ

医
療
提
供
体
制
の
根
幹
に
据

え
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　いま医療・介護現場では、労働者の使命感と働きがいに
頼って、かろうじて支えられているのが現実です。医療・介
護・福祉分野への真剣な支援をしてくれる候補者・政党を選
びます。
　現場への過度な負担を見て見ぬふりせず、持続可能な制
度へと転換すること。現場の声を政策に生かす政治の力
が、今こそ必要だと強く感じています。
　私たちが直面している問題は、もはや現場や経営の工夫
だけでは解決できません。政治の力が不可欠です。私たち

一人ひとりの声が必要です。全厚労の仲間として、いち医療人として、まずは一票
から、あなたの声を届けましょう。

小松宝広さん
（秋厚労）

　私の願いは、「診療報酬を上げること」、私たちが安心し
て働ける医療体制をつくって欲しいと願っています。この
間、防衛費は２倍、社会保障のためと称して保険料や消費税
が上がってきました。いまの状況が続くと、医療現場から人
が離れていき、10～20年後の将来が見通せません。
　皆さん、だれが政治家になっても同じ、変わらないという
観念は捨て、選挙に行きましょう。政治が変わらないと医療
現場は変わりません。政治が悪いと思うあなた、まず一票を
投票して下さい。選挙に行かないと何も変わりません。

梅岡里美さん
（広厚労署名担当大臣）

産業計と看護師・介護職・保育士・教員の賃格推移【2025年】

（国公労連・井上伸氏作成・提供）

　参院選では有権者1人につき2回
投票します。
　１つ目は選挙区選挙で「選挙区の
候補者名」を書いて投票。２つ目は
比例代表選挙では「政党名」もしく
は「比例代表の候補者名」を書いて
の投票です。候補者名や政党名以
外の言葉（頑張れ等の応援）を書く
と無効になりますのでご注意下さい。 

選挙区選挙 比例代表選挙

比
例
代
表
の

候
補
者
名

ま
た
は

政
党
名

選
挙
区
の

候
補
者
名

参院選の
投票は
2種類
参院選の
投票は
2種類

候補者名と、政党名（又は候補者名）を記載します。

厚生労働省令和 5年度賃金構造基本統計調査より日本医労連が作成

所
定
内
（
円
）

200,000

220,000
210,000

240,000
230,000

260,000
250,000

280,000
270,000

300,000
290,000

320,000
310,000

340,000
350,000

330,000

20
01
年

20
02
年

20
03
年

20
04
年

20
05
年

20
06
年

20
07
年

20
08
年

20
09
年

20
10
年

20
11
年

20
12
年

20
13
年

20
14
年

20
15
年

20
16
年

20
17
年

20
18
年

20
19
年

20
20
年

20
21
年

20
22
年

20
23
年

20
24
年

産業計

看護師（役職者除く）

介護＋

介護のみ

選挙区と全国比例で
２回投票です！！
選挙区と全国比例で
２回投票です！！
選挙区と全国比例で
２回投票です！！
選挙区と全国比例で
２回投票です！！

私たちも投票します！私たちも投票します！

私
た
ち
の
大
切
な
参
政
権

私
た
ち
の
大
切
な
参
政
権

き
ち
ん
と
行
使
し
よ
う
！

き
ち
ん
と
行
使
し
よ
う
！

全国から、

　あなたへ
全国から、

　あなたへ

　
今
年
７
月
の
参
議
院
選
挙
は
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
行
く
末
を
左
右
す
る
極
め
て
重
要
な

選
挙
で
す
。
24
年
秋
の
解
散
・
総
選
挙
で
は
与
党
が
過
半
数
割
れ
と
な
り
、
野
党
の
声
も
一

定
取
り
入
れ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
野
党
も
政
策
の
違
い
が
目
立
っ
て

き
た
り
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
の
情
報
拡
散
に
よ
っ
て
新
興
勢
力
が
勃
興
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に

な
い
政
党
や
団
体
も
出
て
き
て
い
ま
す
。
現
在
、
国
民
の
約
半
数
し
か
投
票
し
て
い
な
い
国

政
選
挙
、
争
点
を
し
っ
か
り
と
見
極
め
て
、
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

今
回
選
挙
の
争
点
は
？

物
価・賃
金
引
上
に
対
応
す
る

診
療
報
酬
制
度・財
政
支
援
を

農
水
予
算
３
割
削
減
で
、

食
料
自
給
率
も
３
割
減
少
に

余
剰
病
床
11
万
床
削
減
で

１
兆
円
医
療
費
を
削
減
？
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